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１
月
17
日
、
大
町
お
ま
つ
り
道
路
に
お
い
て
、
江
戸
中
期
か
ら
約
３
０
０
年
続
け
ら
れ
て

い
る
新
春
の
恒
例
行
事
「
三
春
だ
る
ま
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
町
長
、
議
長
、
商
工
会
長
、
㈱
三
春
ま
ち
づ
く
り
公

社
社
長
、
デ
コ
屋
敷
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
今
年
の
希
望
の
一
文
字
が
書
か
れ
た
特
大
だ
る

ま
の
除
幕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
現
在
ま
で
に
希
望
の
一
文
字
が
書
か
れ
た
七
体
の
特
大
だ
る
ま
が
勢
揃
い
し
、
来

場
者
の
方
が
思
い
思
い
に
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
町
太
鼓
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
三
春
太
鼓
の
演
奏
や
、
高
柴
デ
コ
屋
敷
の
皆

さ
ん
に
よ
る
ひ
ょ
っ
と
こ
祝
い
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
縁
起
物
を
求
め
に
来
た
多
く
の
来
場
者

で
活
気
に
溢
れ
ま
し
た
。

三
春
だ
る
ま
市
開
催

　
今
年
の
希
望
の
一
文
字
は
﹃
生
﹄

今
年
の
一
文
字
「
生
」

　「
生
」
は
本
来
、
地
面
か
ら
草
の
生
え
出
る

形
。「
う
ま
れ
る
」「
そ
だ
つ
」「
い
き
る
」「
い

の
ち
」
な
ど
多
彩
な
意
味
に
用
い
ら
れ
、「
ナ

マ
」
や
「
人
（
民
）」
の
意
味
に
も
な
る
。
ま

た
、「
は
や
す
」「
き
（
生
糸
）」「
い
け
る
（
花

を
生
け
る
）」
な
ど
と
も
訓
み
、
一
説
に
よ
れ

ば
訓
み
方
の
種
類
は
二
十
一
種
類
で
漢
字
の

な
か
で
も
最
も
多
い
と
さ
れ
る
。
ま
さ
に「
生
」

の
多
彩
さ
で
あ
ろ
う
。

　
根
を
発
し
、地
を
興
す
の
は
現
物
の
「
破
竹
」

か
ど
う
か
は
こ
れ
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。

む
し
ろ
人
の
生
き
方
の
比
喩
で
は
な
い
か
？

　
誰
で
も
住
む
土
地
に
根
を
生
や
し
、
そ
の

土
地
や
人
々
と
の
関
係
を
興
し
な
が
ら
「
生
」

そ
の
も
の
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　
震
災
後
の
福
島
県
な
れ
ば
こ
そ
、
そ
れ
を

期
待
し
た
い
。

　「
生
」
と
は
自
ら
「
そ
だ
つ
」
一
方
で
、
何

か
を
「
う
み
だ
す
」
こ
と
で
も
あ
る
。「
生
」

の
一
番
上
の
枝
は
、
人
が
踊
る
手
つ
き
に
も

見
え
る
。「
生
」
は
喜
ば
し
く
嬉
し
い
こ
と
で

あ
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玄
侑
宗
久

来場者で賑わうだるま市

オープニングセレモニーでの除幕式

特大だるまが勢揃い

福を買い求める皆さん

※ 三春町公式チャンネルにて玄侑宗
久さんによる希望の一文字説明の
ようす公開中

三春町公式チャンネル 検索



　

１
月
10
日
、
平
成
28
年
三
春
町
成
人
式
が
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
者
１
９
５
名
（
男
90
名
、
女
１
０
５
名
）
全
員
の
名
前
が
地
区
ご
と
に
読
み
上
げ
ら
れ
た

あ
と
、総
代
の
只
野
愛
理
さ
ん
（
三
春
地
区
）
に
成
人
者
を
代
表
し
て
成
人
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
長
式
辞
の
後
、
来
賓
の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
成
人
者
を
代
表
し
て

千
葉
巧
さ
ん
（
中
妻
地
区
）
が
「
震
災
を
受
け
家
族
や
仲
間
た
ち
、
地
域
の
皆
様
方
の
大
切
さ
や
、

温
か
さ
を
再
認
識
し
、
よ
り
一
層
深
ま
っ
た
絆
を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
貢
献
で
き
る
大

人
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
記
念
写
真
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ホ
ワ
イ
エ
で
は
、
新
成
人
者
が
お
互

い
に
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
、
な
つ
か
し
い
友
だ
ち
と
会
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
の
成
人
証
書
は
、
２
月
末
ま
で
に
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

（
☎
62-

３
８
３
７
）
で
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
三
春
町
成
人
式
を

　
　
　
　
　
　
　
　

  

開
催
し
ま
し
た

　

１
月
10
日
に
行
わ
れ
た
平
成
28
年
三
春
町
成
人
式
に
お

い
て
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
選
挙
を
体
験
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
と
三
春
町
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
の
共
催
で
模
擬
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
三
春
王
国
政
策
奉
行
選
挙
と
題
し
、
町
に
関

連
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
参
加
い
た
だ
き
、

模
擬
投
票
を
実
施
し
、
新
成
人
と
な
ら
れ
た
１
９
５
名
の

う
ち
、
55
名
の
皆
さ
ん
に
投
票
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

投
票
を
行
っ
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
投
票
用
紙
に
候

補
者
で
あ
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
を
記
載

し
、
投
票
箱
に
投
函
し
て
い
ま
し
た
。

　

選
挙
権
は
、
成
人
の
皆
さ
ん
の
大
切
な
権
利
で
す
。
棄

権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

● 

成
人
式
で
模
擬
投
票
を
行
い
ま
し
た

模擬投票に参加した新成人

成人証書を授与される只野愛理さん答辞を述べる千葉巧さん成人式のようす

友だちと談笑する新成人 友だちと記念撮影
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２月16日

17日

18日

　19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

3月 1日

青石・実沢1～4区

実沢5区、富沢6～10組

南成田、北成田、庄司

平沢2区、御祭、七草木

（お休み）

全地区

山田、上舞木

下舞木

鷹巣、沼沢

斎藤、西方

滝、根本、樋渡、狐田、過足、蛇石

（お休み）

柴原、芹ケ沢、込木、熊耳

貝山、春沢、大町

中町、八幡町、荒町

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

北町、新町、元町、栄町

平沢1区、八島台1・2・３区

全地区

（お休み）

全地区

全地区

全地区

全地区

全地区

全地区

（お休み）

全地区

全地区

全地区

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

月 日 曜日 受付対象地区  月 日 曜日 受付対象地区  

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

問い合わせ先　税務課　課税グループ　☎ 62-8127

　

受
付
日
は
、
地
区
別
に
な
っ
て
い
ま
す
。
指
定
の
日
に
申
告
で
き
な
い
方
は
、
で
き
る
だ
け
全
地
区
と

書
い
て
あ
る
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
期
間
の
後
半
や
日
曜
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に

申
告
を
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 申告受付日程表

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

平
成
27
年
分
所
得
税
か
ら
適
用
さ
れ
る

主
な
改
正
点

◆ 
平
成
28
年
度
町
県
民
税
申
告
お
よ
び
平
成
27
年
分

　
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

　

平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
消
費
税
率

10
％
引
き
上
げ
時
期
の
変
更
に
伴
い
、
対
象
期
間

が
平
成
31
年
６
月
30
日
ま
で
１
年
半
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

▼ 

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
延
長

【申告に必要なもの】
（１）印鑑
（２）収入がわかる物
　　（給与や年金の源泉徴収票、
　　支払者の証明書等）

（３）営業・農業・その他事業・
　　不動産所得等のある人は、
　　収支計算のわかるもの

（４）各控除証明や領収書
（５）税務署から送付された
　　申告書の用紙（送付された
　　方のみ）

（６）還付先口座がわかるもの
　　（還付該当する方のみ）

【申告受付会場】

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
特
例
控
除
額
を
計
算
す

る
場
合
、
個
人
町
県
民
税
の
所
得
割
額
の
１
割
ま

で
を
上
限
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
２
割
に

拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

ふ
る
さ
と
納
税
控
除
額
の
見
直
し

平
成
28
年
度
町
県
民
税
か
ら
適
用
さ
れ

る
主
な
改
正
点
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人口ビジョンおよび総合戦略を策定しました

5

三春町の人口の将来展望
　第２回目となる本号では、１月号の「人口の現状分析結果」を踏まえ、町の将来に向けた取組みと中長期的
な人口規模を提示する「将来展望」についてご紹介します。

・将来展望に必要な調査・分析
　町民の移住・定住や出産・子育ての意識調査を行うため、田村高校の３年生と小学３年生までの子
どもがいる世帯を対象として、それぞれアンケート調査を実施しました。
　その結果、町内在住の高校生の半数以上に定住意向があり、自宅から通勤できる職場を望んでいる
ことが分かりました。また、子育て世帯では、母親の約７割が就労しており、就労していない母親も
約６割が今後就労を希望していることが分かり、魅力的な「しごと」の創出が重要課題となっています。

・将来に向けた取組み
　以上のアンケート調査の結果も踏まえ、町の人口維持のために次の２点のことに取組んでいきます。
① しごとの創出や新しいひとの流れを生み出すことにより、転出の抑制を目指します
　【2030（平成 42）年までに転出超過数ゼロを目指す（平成 25 年 130 人転出超過）】
② 結婚・出産・子育ての希望がかなう環境の創出により、合計特殊出生率の向上を目指します
　【2040（平成 52）年までに合計特殊出生率 2.07 を目指す（平成 24 年 1.40）】

・人口の将来展望
　2060（平成 72）年
　人口 12,000 人程度の維持
　現在の人口減少が続くと、2060
年時点では 8,000 人程度まで減少
する見込みですが、戦略的に施策
を実行することで、12,000 人程度
の維持を目指します。

　
町
で
は
、
町
の
Ｐ
Ｒ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の

制
作
を
進
め
て
お
り
、
地
域
に
密
着
し
た
作

品
と
し
て
い
く
た
め
、
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
声
優
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
　
２
月
11
日
（
木
・
祝
）

▼ 

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
10
時

　
　
　
　
　
　

 

午
後
１
時
〜
２
時

▼ 

場
所
　
旧
桜
中
学
校
交
流
施
設
（
福
島
ガ

イ
ナ
ッ
ク
ス
／
福
島
さ
く
ら
遊
学
舎
）

▼ 

選
考
人
数
　
男
女
計
10
名
程
度

▽ 

制
作
委
託
先
の
福
島
ガ
イ
ナ
ッ
ク
ス
が
審

査
し
ま
す
。（
非
公
開
）

▽ 

約
５
分
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
５
話
制
作

し
、
年
間
を
通
じ
て
順
次
ウ
ェ
ブ
等
で
配

信
す
る
予
定
で
す
。

▼ 

応
募
資
格
　
町
内
在
住
ま
た
は
、
町
内
の

学
校
に
通
学
し
て
い
る
小
学
１
年
生
～
高

校
３
年
生
ま
で
の
男
女
児
童
・
生
徒

▼ 

応
募
方
法
　
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
申
込
書
に

必
要
事
項
記
載
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽ 

当
日
も
受
付
を
行
い
ま
す
が
、
原
則
と
し
て

事
前
申
込
み
者
を
優
先
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

▽ 

保
護
者
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
許
可
を
得
て
か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽ 

最
終
的
に
保
護
者
・
学
校
の
許
可
が
な
い

場
合
は
、
出
演
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
書
は
、役
場
窓
口
、三
春
交
流
館
「
ま

ほ
ら
」、
旧
桜
中
学
校
交
流
施
設
に
配
置
を

し
て
い
ま
す
。

▼ 

問　
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

 　
　
　

☎
62-

３
９
６
０

　３月号では、この「将来展望」に
示す人口維持を実現するための基本
目標や具体的な施策をまとめた「総
合戦略」についてご紹介します。

▶▶▶次回予告

問い合わせ　総務課　企画情報グループ　☎ 62-8125

声
優
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

開
催
し
ま
す
。

あ
な
た
の
声
で
三
春
を
P
R
し
ま
せ
ん
か

大募集！



　平成27年度税制改正により、平成27年4月1日から平成28年3月31日までに最初の新規検査を受けた三輪・
四輪の軽自動車（平成 27 年度中に取得した新車等）で、排出ガス性能および燃費性能について、次の基準を
満たす車両においては、平成 28 年度に限り、軽自動車税のグリーン化特例が適用されます。

軽自動車税グリーン化特例（軽減課税）について
平成 28 年度

※ 排出ガス基準および燃費基準の達成状況は、車両に貼付されているステッカーで確認することができます。
　また、燃費基準の達成状況については、車検証の備考欄にも記載されています。

① 電気自動車・天然ガス軽自動車（平成 21 年排出ガス 10％低減）

② 乗用：揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とした軽自動車で、
　　　　平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成（★★★★）かつ平成 32 年度燃費基準＋ 20％達成車
　 貨物：揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とした軽自動車で、
　　　　平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成（★★★★）かつ平成 27 年度燃費基準＋ 35％達成車

③ 乗用：揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とした軽自動車で、
　　　　平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成（★★★★）かつ平成 32 年度燃費基準達成車
　 貨物：揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とした軽自動車で、
　　　　平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成（★★★★）かつ平成 27 年度燃費基準＋ 15％達成車

区 分

三 輪

区 分

乗用（自家用） 10,800 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円
5,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円
6,900 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円
3,800 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円
3,900 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円

貨物（自家用）
乗用（営業用）
貨物（営業用）

通常の税率 75％軽減（上記①該当） 50％軽減（上記②該当） 25％軽減（上記③該当）

問い合わせ先　税務課　課税グループ　☎ 62-8127
6

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

vol.10

○ 
交
付
通
知
書
が
届
い
た
方
は

　
役
場
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

▼ 

予
約
・
問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

 　
　
　
　
　
　

☎
62-

８
１
２
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方
は
、
２

月
か
ら
順
次
交
付
予
定
で
す
が
、
交
付
方
法

は
申
請
方
法
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
︒

　

今
月
号
で
は
、
役
場
窓
口
で
交
付
さ
れ
る

方
の
交
付
ま
で
の
流
れ
を
ご
案
内
し
ま
す
。

▼ 

対
象
の
方

・ 

通
知
カ
ー
ド
同
封
の
封
書
で
送
っ
た
方

・ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
等
ウ
ェ
ブ

　

で
行
っ
た
方

・ 

ま
ち
な
か
の
証
明
写
真
機
器
で
行
っ
た
方

▼ 

交
付
ま
で
の
流
れ

① 

お
手
元
に
役
場
か
ら
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ

　

キ
）
が
届
き
ま
す
。

※ 

通
知
書
が
届
く
前
に
来
庁
し
て
も
、
交
付

　

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

② 

交
付
日
時
の
予
約
を
お
電
話
に
て
お
願
い

　

い
た
し
ま
す
。

※ 

カ
ー
ド
交
付
は
予
約
制
で
す
。
予
約
優
先

　

の
為
、
予
約
を
し
な
か
っ
た
方
は
、
長
時

　

間
お
待
ち
い
た
だ
い
た
り
、
当
日
交
付
で

　

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

　

く
だ
さ
い
。

※ 

土
曜
日
お
よ
び
、
第
３
日
曜
日
は
予
約
で

　

き
ま
せ
ん
。

③ 

予
約
し
た
日
時
に
、
役
場
１
階
住
民
課

　

窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

発
行
手
続
き
に
か
か
る
、
多
少
の
時
間
の

　

ず
れ
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
時
間
を
変
更
さ
れ
る
際
は
、
必
ず

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

持
ち
も
の

・ 

交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

・ 

通
知
カ
ー
ド

・ 

住
基
カ
ー
ド
（
取
得
し
て
い
た
方
）

・ 

次
の
①
②
の
い
ず
れ
か

① 

運
転
免
許
証
、
旅
券
、
住
民
基
本
台
帳

　

カ
ー
ド
等
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
の

　

い
ず
れ
か
１
枚

② 

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
介
護
保
険
証

　

等
の
い
ず
れ
か
２
枚

▼ 

お
ね
が
い

▽ 
交
付
時
に
暗
証
番
号
を
入
力
し
ま
す
。
数

　

字
４
桁
の
暗
証
番
号
を
考
え
て
き
て
く
だ

　

さ
い
。
署
名
用
電
子
証
明
書
の
申
込
み
を

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
英
数
字
６
桁
以
上
16

　
桁
以
内
の
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
。

▽ 

原
則
、代
理
人
へ
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、本
人
に
身
体
的
障
害
が
あ
っ
た
り
、

　

長
期
入
院
中
等
の
理
由
で
代
理
人
の
交
付

　

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
予
約
時
に
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

▼ 

２
月
・
３
月
交
付
予
定
に
つ
い
て

▽ 

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽ 

水
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
45
分

▽ 

日
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※ 

土
曜
日
、第
３
日
曜
日
は
予
約
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
は
、
申
請
が
集

中
し
て
い
る
た
め
、
全
国
的
に
遅
れ
が
生

じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



　12 月 24 日から長期休業中
教室が始まりました。
　沢石教室では、積雪が心配
されるため、２月末まで通常
教室や延長教室も沢石会館で
実施します。
　24 日は、クリスマスイブで、沢石にこにこ
元気塾の高齢者と一緒にゲームをして交流しま
した。紙クラフトで作製したプレゼントを交換
して楽しく過ごしました。

　12 月 24 日から１月７日まで中妻教室と中
郷教室は、長期休業中教室を中郷地区交流館
で実施しました。
　25 日は、クリスマス会が開かれ、それぞれ
の教室が余興を発表し、ゲームをして遊んだ
あと、放課後児童支援員が作ったクリスマス
カードが配られ、みんなで楽しみました。当
日は 30 名の児童参加があり、小野町の子ども
教室の関係者の訪問もありました。夏休みに
引き続き地域間交流が図られました。

申込み・問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

冬休み長期休業中教室実施！
中妻×中郷わいわいクリスマス

◀まほらっこ先生からの
　手作りクリスマスカード

楽しい交流会を開催！
まほらっこ沢石教室×にこにこ元気塾

ボランティア募集中！

　まほらっこ教室でボランティアとして活
動いただける方を随時募集しています。
　保護者・地域の皆さんのご協力をお願い
いたします。

　三春交流館「まほら」☎ 62-3837 へご連
絡ください。見学も随時受け付けています。

申込方法

子どもたちからクリスマスプレゼント

中妻・中郷教室クリスマス会

◀
子
ど
も
た
ち
が
作
製
し
た
首
飾
り

◀
子
ど
も
た
ち
が
作
製
し
た
首
飾
り

紙テープを使ったゲームのようす

お弁当の時間のようす

小野町視察訪問のようす

◀まほらっこ先生からの
　手作りクリスマスカード
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福島県と IAEA（国際原子力機関）との協力プロジェクト
～ 世界の英知を結集したふくしまの環境回復・創造 ～

野外研修の準備▶
（環境創造センター本館玄関前）

専門家による会合 GPS 歩行サーベイ
システムを用いた線量率のマップ化

　原子力又は放射線の緊急事態に対する国内および国際的な準備や
対応能力の強化のため、IAEA 加盟国のうちオーストラリア、カナダ、
フランスなどの緊急時対応援助ネットワークの参加国や、全国の原
子力発電所が立地する地域及び近隣の自治体の職員を対象に、体験
型の講座（ワークショップ）が実施されました。（平成 27 年 11 月）

　除染および放射線モニタリングの分野における協力プロジェクトのため、IAEA の放射線防護や環境動態などの
専門家が来県し、県の担当職員や研究員が助言を受けました。（平成 27 年 12 月）
　今回は、米欧等から 15 名の国外専門家を始め、国内からも日本原子力研究開発機構、国立環境研究所、放射線
医学総合研究所、福島大学、京都大学などの専門家が来県し、県が行っている河川・湖沼における放射性核種の動
態調査や除染技術の検討、仮置場の安全性評価、野生動物の放射性物質動態調査、GPS 歩行サーベイシステムや分
かりやすいマップの作成などについて議論しました。

問い合わせ先　福島県　環境創造センター　総務部　☎ 61-6111
　　　　　　　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147

　福島県では、環境回復に係る世界の英知を結集した研究や情報発信を行うため、環境創造センターにおいて IAEA
協力プロジェクトを始め、国際的な会議・ワークショップなどを開催していきたいと考えています。

　福島県と IAEA との間の協力に関する覚書（平成 24 年 12 月に署名）に基づき、環境創造センター本館で実施された
取り組みをお知らせします。

専門家の来県
福島県と IAEA との協力プロジェクト

IAEA ワークショップ
原子力や放射線の緊急時対応に関する研修

8



下
水
道
を

   

知
ろ
う

に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

　
　
　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　

☎ 

62-

３
９
５
０

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
は
、
町
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
元
気
な
方
が
各
地
区
に
集
ま
り
、
健
康
維

持
の
た
め
運
動
や
口
腔
、
栄
養
の
ご
指
導
を
専

門
の
先
生
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
は
に
こ
に
こ
元
気

塾
８
か
所
の
中
で
参
加
者
が
一
番
多
く
、
毎

回
30
〜
35
名
出
席
し
、
半
数
の
方
は
場
所
が

近
い
の
で
、
徒
歩
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

お
申
込
み
は
電
話
で
も
可
能
で
す
。
見
学
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 11 日は祝日のため、29 日は５週目のためお休みです。

藤
嶋
イ
マ
さ
ん
︵
南
町
︶

　
友
達
に
誘
わ
れ
２
年
前
か
ら
参
加

し
て
い
ま
す
。
参
加
で
き
な
い
時
も

あ
り
ま
す
が
﹆
運
動
の
習
慣
も
出
来

て
体
調
も
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

佐
藤
信
子
さ
ん
︵
山
崎
︶

　
昨
年
10
月
か
ら
参
加
し
て
皆
さ
ん

と
毎
回
楽
し
く
運
動
や
ゲ
ー
ム
を
し

て
い
ま
す
。
も
っ
と
早
く
か
ら
参
加

す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

奥
貫
セ
キ
子
さ
ん
︵
新
町
︶

　
運
動
や
口
腔
﹆
栄
養
な
ど
色
々
な

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
﹆
役
立
っ

て
い
ま
す
。
週
に
一
度
お
友
達
に
会

え
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

岩　江
中　妻
要　田

三　春

沢　石
御木沢
中　郷

月

火

水

木

金

岩江防災コミュニティセンター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所

沢石会館
駅前集会所

中郷地区交流館

曜日地区 会場 2月開催日
1・8・15・22日

2・9・16・23日

3・10・17・24日

4・18・25日

5・12・19・26日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧

（右上）沢石「まほらっこ教室」
の児童と楽しく過ごした交流会
（左上）年２回専門の先生に口腔
機能の測定を行って頂いていま
す（左下）タッチパネルで注文し、
たくさん食べ、大満足の回転寿司

　

浄
化
槽
管
理
者
（
浄
化
槽
の
所
有
者

等
）
は
、
浄
化
槽
の
工
事
と
維
持
管
理

が
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す

る
た
め
に
、
年
１
回
県
知
事
が
指
定
し

た
検
査
機
関
の
検
査
（
法
定
検
査
）
を

受
け
る
よ
う
に
浄
化
槽
法
で
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

個
人
で
浄
化
槽
を
管
理
し
、
法
定
検

査
を
受
検
さ
れ
て
い
な
い
方
へ
、
２
月

か
ら
法
定
検
査
申
込
の
ご
案
内
を
順
次

送
付
し
ま
す
の
で
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・ 

新
た
に
設
置
し
た
浄
化
槽
が
対
象

・ 

設
置
状
況
、
保
守
点
検
が
適
正
か
確
認

・ 

浄
化
槽
の
機
能
状
況
の
確
認

　

使
用
開
始
後
３
か
月
を
経
過
し

た
日
か
ら
５
か
月
の
間
に
１
回
受

け
る
検
査

○ 

７
条
検
査

　

浄
化
槽
を
設
置
し
た
方
は
、
浄
化

槽
法
第
7
条
・
第
11
条
に
よ
り
法
定

検
査
を
受
検
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

○ 

法
定
検
査
っ
て
？

　

使
用
開
始
後
３
か
月
を
経
過
し

た
日
か
ら
５
か
月
の
間
に
１
回
受

け
る
検
査

○ 

11
条
検
査

・ 

設
置
さ
れ
た
全
て
の
浄
化
槽
が
対
象

・ 

清
掃
及
び
保
守
点
検
が
適
正
に
実
施

　

さ
れ
て
い
る
か
確
認

・ 

浄
化
槽
の
機
能
状
況
の
確
認

町
の
合
併
処
理
浄
化
槽

法
定
検
査
受
検
率
（
平
成
26
年
度
末
）

60
・
１
％

浄
化
槽
法
定
検
査
の

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す

▼ 

問　
企
業
局 

下
水
道
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０
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● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

平成28年
1月12日

平成27年
12月8日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
岩江中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.11
0.10
0.09
0.11
0.09
0.12
0.09
0.10
0.11
0.11
0.12
0.12
0.11
0.10
0.12

（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.07）
（0.10）
（0.10）
（0.10）
（0.07）
（0.05）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.07）

0.11
0.10
0.09
0.11
0.09
0.12
0.09
0.09
0.12
0.11
0.12
0.11
0.11
0.10
0.11

（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.07）
（0.05）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.07）

◆ 中妻地区仮置き場

● 仮置き場の空間線量測定値

◆ 北部三地区仮置き場

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。
※ 単位はマイクロシーベルト／時間です。
※ 町内小中学校等・主な施設の環境放射線量の測定は、地上１メートルで計測しています。
※ 町内小中学校等の空間線量測定結果のかっこ内は室内の数値です。
※ 都市公園等空間線量測定結果の施設３、６、10 には砂場がありません。

　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江地区の仮置き場
における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮
置き場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

平成28年
1月7日

平成27年
12月10日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

0.25
0.13
0.19
0.14
0.12
0.11
0.16
0.15
0.15 
0.13 
0.15
0.19 
0.12
0.13 
0.29
0.29
0.25 

0.25
0.13
0.19
0.14
0.12
0.11
0.16
0.14
0.15 
0.13 
0.15
0.19 
0.12
0.13 
0.29
0.29
0.26 

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

● 環境放射線量に関する問い合わせ先
○ 学校などの施設
　教育課 学校教育グループ ☎ 62-6310
○ 主な施設
　除染対策課 ☎ 62-1122
○ 都市公園　
　建設課 都市グループ ☎ 62-2113

◆ 三春地区仮置き場

◆ 中郷地区仮置き場

● 問い合わせ先　
　除染対策課 ☎ 62-1122

1cm高
0.11
-
0.10
0.11
0.17
0.13
0.10
0.13
0.13
0.13

遊具砂場
1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担橋公園
河原公園
田畑公園
中央公園
一本松公園
城山公園
庚申坂公園
番組公園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設 1月6日

0.11
0.13
0.10
0.12
0.23
0.13
0.11
0.13
0.10
0.21

0.13
0.17
-
0.09
0.16
-
0.09
0.11
0.11
-

①
0.10
0.11
0.10
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.12
0.11
0.11

0.11
0.11
0.10
0.11

0.10
0.11
0.10
0.10

0.10
0.10
0.10
0.10

0.09
0.11
0.09
0.10

0.08
0.08
0.09
0.08

12月  2日
12月  9日
12月16日
12月22日

測定日／測定点 ①
0.19
0.20
0.19
0.17

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.16
0.17
0.17
0.17

0.19
0.18
0.18
0.16

0.14
0.14
0.13
0.13

0.10
0.10
0.11
0.09

0.11
0.11
0.10
0.10

0.15
0.14
0.13
0.13

12月  3日
12月10日
12月17日
12月24日

測定日／測定点 ①
0.10
0.11
0.12
0.11

② ③ ④
0.15
0.14
0.15
0.15

0.10
0.09
0.11
0.12

0.16
0.15
0.15
0.14

12月 2日
12月  9日
12月15日
12月22日

測定日／測定点

①
0.14
0.14
0.11
0.13

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.13
0.14
0.12
0.13

0.14
0.12
0.11
0.13

0.12
0.12
0.13
0.12

0.09
0.07
0.09
0.08

0.10
0.10
0.11
0.11

0.10
0.10
0.10
0.09

12月  7日
12月14日
12月21日
12月28日

測定日／測定点

◆ 岩江地区仮置き場

①
0.14
0.11
0.11
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.16
0.14
0.12
0.10

0.14
0.11
0.10
0.13

0.17
0.18
0.18
0.17

0.17
0.16
0.17
0.15

0.15
0.12
0.14
0.15

0.15
0.12
0.11
0.10

12月 4日
12月11日
12月18日
12月25日

測定日／測定点

 環境放射線量測定値をお知らせします
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№ 2 河原公園の 1cm 高は、工事中
のため測定できませんでした。



① ベクレル調べるセンターは、公的認証機関ではないため、簡易検査として実施しています。
　 測定結果は、あくまでも参考であり、これを出荷および摂取制限等の根拠とするものではありません。
② 測定データの利用について
　 測定結果は町で記録・公表するほか、放射線対策のため国・県に提供します。
③ これらの検体は、個人が自家用に使用するためのものであり、産地も必ずしも三春であるとは限りません。
　 農家が生産し出荷している農産物は、県のモニタリング調査で管理されており、基準値を超えるものが流通・
　販売されることはありません。
　　　　　　　　　　　　　　　※一般食品の基準値　100 ベクレル /kg（平成 24 年 4 月 1 日から )

ベクレル調べるセンター
食品等の放射性物質（セシウム）検査結果

平成 27 年 10 月１日～平成 27 年 12 月 28 日

◆ 食品中の放射性物質の傾向について
◇ 野菜、豆類、果実、加工食品はほとんどのものが 20 ベクレル /kg（検出限界値）未満です。
◇ きのこ類では、野生きのこが基準値を超えているものが多いです。
◇ 一般食品の基準値は 100 ベクレル /kg です。基準値を超えるものは摂食を控えるようにしましょう。

100ベクレル
を超えたもの

最大値
（ベクレル／kg)

大根、白菜、ねぎ、人参、ほうれん草、小松菜、キャベツ、ブ
ロッコリー、カブ、里芋、さつま芋、とろろ芋、カボチャなど

区分
検体数（件）

例示
総検体数 100ベクレル

以下のもの

野菜

豆類

山菜

きのこ

穀類

果実

加工食品

その他

合計

454

140

7

9

15

142

17

7

791

454

140

7

6

15

142

17

7

788

0

0

0

3

0

0

0

0

3

検出限界値
20ベクレル未満

検出限界値
20ベクレル未満
検出限界値
20ベクレル未満
2328

（シロシメジ）
検出限界値
20ベクレル未満
検出限界値
20ベクレル未満
検出限界値
20ベクレル未満
検出限界値
20ベクレル未満

ささぎ豆、黒豆、大豆、小豆など

フキノトウ、ヨモギなど

椎茸、クリタケ、ハタケシメジなど

玄米、白米、ソバの実、小麦粉など

柿、ゆず、キュウイ、銀杏など

干柿、大根酢漬け、梅干し、梅漬けなど

蜂蜜、馬ブドウ、カルガモ肉など

問い合わせ先　住民課 生活環境グループ 検査所担当　☎ 62-2147

　

三
春
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
で
は
、
食

生
活
改
善
に
つ
い
て
住
民
の
方
々
に
広
く
呼

び
か
け
る
た
め
、
12
月
に
家
庭
訪
問
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
家
庭
訪
問
で
は
、
対
象
と
な
っ
た
方

へ
食
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
塩
分
測
定
器
に
て
「
み
そ
汁
」
の
塩
分

濃
度
を
測
定
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
対
象
者

に
合
わ
せ
た
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
食
生
活
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

訪
問
を
受
け
た
家
庭
で
は
、「
う
ち
の
み

そ
汁
し
ょ
っ
ぱ
い
ん
だ
！
」
な
ど
、
食
生
活

を
振
り
返
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
ょ
く

   

か
い

通
信

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

 

☎ 

62-

３
１
６
６

V
O
L.
3食改さんの家庭訪問のようす
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◆ 

ヨ
ー
ガ
健
康
教
室
開
催

　

10
月
15
日
に
本
校
体
育
館
に
お
い
て
１
・

２
年
生
を
対
象
と
し
た
、
ヨ
ー
ガ
健
康
教
室

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
ヨ
ー

ガ
教
室
の
際
、
生
徒
・
職
員
か
ら
好
評
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
も
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に

先
生
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
今
回
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
の
来
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

福
島
在
住
の
ヨ
ー
ガ
セ
ラ
ピ
ス
ト
で
あ
る

伊
藤
美
和
子
先
生
は
、
イ
ン
ド
政
府
公
認
の

や
わ
ら
ぎ
の
ヨ
ー
ガ
主
宰
で
あ
り
、
県
内
各

地
で
心
と
体
を
癒
し
、
自
己
の
無
限
の
可
能

性
を
開
く
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
活
動
さ
れ

て
い
る
方
で
す
。

　

今
回
は
、「
ヨ
ー
ガ
で
自
分
ら
し
さ
を
取

り
戻
し
、
伸
び
や
か
に
生
き
る
！
」
を
テ
ー

マ
に
、
体
操
・
呼
吸
法
・
瞑
想
を
共
に
体
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ヨ
ー
ガ
の
様
々
な
ポ
ー
ズ
を
体
験
し
て
、

体
だ
け
で
な
く
心
も
い
い
方
向
に
伸
び
た
。」

「
肩
こ
り
や
股
関
節
の
痛
み
が
和
ら
ぎ
と
て

も
良
か
っ
た
。」「
心
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
成
功
の
イ
メ
ー
ジ

を
常
に
持
ち
続
け
る
事
の
重
要
性
を
知
る
こ

と
が
出
来
た
」
な
ど
、
生
徒
か
ら
は
様
々
な

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
静
か
な
音
楽
が
流

れ
る
中
、
ゆ
っ
た
り
し
た
呼
吸
法
と
共
に
体

を
動
か
し
、
瞑
想
に
よ
り
心
を
安
定
さ
せ
る

時
間
は
、
忙
し
い
田
村
高
校
生
に
と
っ
て
心

地
よ
い
時
間
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
伊
藤
先
生
か
ら
は
、
自
分
と
自
分

の
力
、
そ
し
て
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
信
じ
て
、

更
な
る
高
み
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆ 

性
教
育
講
演
会
開
催

　

３
年
生
対
象
の
、
命
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に

し
た
性
教
育
講
演
会
が
、
12
月
３
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
助
産
師
さ
ん
が
伝
え
る
い
の
ち

の
大
切
さ
！
」
と
題
し
、
須
賀
川
助
産
師
会
助

産
師
の
川
崎
友
子
先
生
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

助
産
師
さ
ん
の
経
験
を
も
と
に
、
生
命
誕
生

の
仕
組
み
を
道
具
や
ク
リ
ッ
プ
を
用
い
て
、
分

か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。「
み
ん
な

は
２
５
０
兆
分
の
１
の
奇
跡
の
確
率
で
生
ま
れ

て
き
た
命
だ
よ
！
」
と
今
い
る
自
分
を
振
り
か

え
る
こ
と
が
出
来
た
り
、
針
の
先
で
０
・
２
㍉

程
に
穴
を
あ
け
た
折
り
紙
を
一
人
ひ
と
り
に
渡

し
、
受
精
卵
の
初
め
の
大
き
さ
を
確
認
し
、
そ

れ
が
２
０
０
０
倍
に
な
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
こ

と
や
、
実
際
に
３
か
月
、
５
か
月
、
７
か
月
、

８
か
月
と
成
長
し
て
い
く
等
身
大
の
胎
児
や
生

後
間
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
り
、
心

音
を
聞
い
た
り
と
、
様
々
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
校
生
に
成
長
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
生
命

の
神
秘
を
感
じ
、
命
の
大
切
さ
、
命
の
尊
さ
、

命
へ
の
感
謝
を
再
確
認
し
た
瞬
間
で
し
た
。

　

助
産
師
さ
ん
の
「
生
き
て
る
だ
け
で
１
０
０

点
満
点
な
ん
だ
よ
」
の
最
後
の
言
葉
に
、
癒
さ

れ
た
生
徒
も
多
く
い
ま
し
た
。

◆ 

柔
道
部
が
元
旦
稽
古

　

本
校
柔
道
部
で
は
、
元
旦
に
本
校
柔
道
場

で
、
稽
古
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

年
始
恒
例
と
な
っ
て
い
る
こ
の
稽
古
に

は
、
部
員
の
他
に
保
護
者
、
卒
業
生
ら
約

１
５
０
人
が
参
加
、
稽
古
の
後
に
は
「
必
勝

餅
つ
き
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
柔
道
部
は
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
県

予
選
に
お
い
て
団
体
、
個
人
で
完
全
制
覇
を

果
た
し
、
３
月
19
日
・
20
日
に
東
京
・
日
本

武
道
館
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
柔
道
選
手

権
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

◆ 

田
村
女
子

　
２
年
ぶ
り
に
都
大
路
を
力
走

　

昨
年
12
月
20
日
に
京
都
市
で
行
わ
れ
た
全
国

高
校
女
子
駅
伝
競
走
大
会
に
、
２
年
ぶ
り
20
回

目
の
出
場
を
果
た
し
た
田
村
高
校
女
子
は
、
１

時
間
11
分
20
秒
の
タ
イ
ム
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
、

順
位
は
33
位
と
な
り
ま
し
た
（
記
念
大
会
で
59

チ
ー
ム
が
出
場
）。
今
大
会
の
チ
ー
ム
は
、
２

年
生
主
体
の
若
い
チ
ー
ム
と
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
序
盤
は
出
遅
れ
ま
し
た
が
、
徐
々
に
順
位

を
あ
げ
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
た
伝
統
の
粘
り

強
い
走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
全
国
大
会
出
場
に
向
け
、
男
子
チ
ー

ム
も
女
子
に
負
け
じ
と
日
々
厳
し
い
練
習
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。新
チ
ー
ム
の
目
標
は
、ア
ベ
ッ

ク
出
場
で
す
。
今
年
も
田
高
陸
上
部
の
活
躍
を

町
民
の
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
大
会
会
場
で
あ
る
京
都
市
西
京
極

の
陸
上
競
技
場
に
は
、
白
岩
良
子
同
窓
会
長
始

め
、
約
２
０
０
人
の
応
援
団
が
駆
け
つ
け
、
熱

い
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

町
民
の
皆
様
か
ら
は
物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
の

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
こ
の
誌
面
を
お

借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

力走する選手

　

ま
た
11
月
18
日
に
は
、
３
学
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
行

事
と
し
て
も
、
再
度
伊
藤
先
生
に
来
校
し
て
い

た
だ
き
、
ヨ
ー
ガ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

問い合わせ先　福島県立田村高等学校　☎ 62-2185

必勝餅つきを行う柔道部の皆さん ヨーガをする生徒
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● 三春町教育研究発表会のお知らせ

問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　
岩
江
小
学
校
で
は
、「
い
き
い
き　

わ
く
わ
く　

え
顔
い
っ
ぱ
い　

岩
江
っ
子
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、教
育
目
標
「
心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
」
の
具
現
を
図
る
た
め
、児
童
・

教
職
員
・
保
護
者
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
」
の
重
点
目
標
と
し
て
、
今
年
度
は
「
き
ま
り
を
守
り
、

思
い
や
り
の
あ
る
行
動
が
と
れ
る
子
ど
も
」
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
地
域
・
保

護
者
と
の
交
流
や
触
れ
合
い
活
動
を
通
し
て
、
気
持
ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
や
家
族
・
友

だ
ち
を
思
い
や
れ
る
心
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
新
た
に
立
ち
上
げ
た
児
童

主
体
の
代
表
委
員
会
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
な
か
に
は
自
ら
自
分
の
行
動
や

生
活
を
律
し
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
が
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
本
気
で
学
ぶ
子
ど
も
」
で
は
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
み
、
友
だ
ち
と
学
び
合

う
子
ど
も
」
を
重
点
目
標
に
掲
げ
、
日
々
の
学
習
や
学
校
行
事
等
を
通
じ
て
、
他
の
考

え
を
き
ち
ん
と
聞
き
自
分
の
考
え
と
比
較
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
相
手
に
わ
か
り
や

す
く
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
11
月
の

「
岩
江
っ
子
発
表
会
」
で
は
、
生
命
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
る
６
年
の
自
作
劇
や
３
年

の
郷
土
の
歴
史
を
題
材
に
し
た
劇
、
各
行
政
区
か
ら
提
供
を
受
け
た
和
太
鼓
に
よ
る
勇

壮
な
５
年
の
八
木
節
の
演
奏
な
ど
、
学
校
と
保
護
者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
発
表
会

を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
た
く
ま
し
い
子
ど
も
」
で
は
、「
進
ん
で
身
体
を
き
た
え
、
健
康
な
身
体
を
作
る
子

ど
も
」
を
重
点
目
標
に
掲
げ
、
業
間
の
５
分
間
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
体
育
や
保
健
・
食
育
に

係
わ
る
内
容
に
つ
い
て
年
間
を
通
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
岩
江
小
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
コ
ー
ス
整
備
や
応
援
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
の
大

会
記
録
を
ぬ
り
替
え
る
新
記
録
や
タ
イ
記
録
が
続
出
し
ま
し
た
。 岩

江
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス
〜 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

〜

　平成 27 年度の「三春町教育研究発表会」を２月 10 日（水）午後３時から、三春交流館「まほらホール」で開
催します。
　本町の小・中学校等の教職員などが日々研修に取り組んでいる次のことについて成果を発表します。町民の皆さ
んも、ぜひご参加ください。
▷ 三春中学校が中心となって行っている文部科学省委託（県教育委員会再委託）「スーパー食育スクール」の取り組み
▷ 文部科学省委託「インクルーシブ教育システム構築地域事業（スクールクラスター）」の取り組み内容について
　スクールクラスター推進検討委員会の発表
▷ 学校教育研究員会Ａグループの「ユニバーサルデザインの考えを生かした授業づくり～みんなが分かる、でき
　る授業づくり～」の研究の実践について

手渡された手作りカレンダー

● 手づくりカレンダーをいただきました
　昨年 12 月 15 日に、三春小学校の特別支援学級「のびのび」の子どもたちが、
教育委員会を訪れ、手づくりカレンダーを届けてくれました。
　子どもたちは、「みんなで作りました。使って下さい。」と教育長に手渡しを
しました。カレンダーは、教育委員会の部屋の中に飾ってあります。

▶ 岩江っ子発表会のようす
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町立三春病院News町立三春病院News

12 月９日～ 1 月８
日に寄附・ボラン
ティアしていただ
いた方 （々敬称略・
順不同）

︻
福
祉
︼

（
児
童
館
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

物
品

　
橋
本
浩
一
（
小
浜
海
道
）

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

寄
附
金

　
三
春
町
婦
人
会

▽ 

物
品

　

増
子
忠
一
（
山
田
）

　

宍
戸
キ
ミ
子
（
下
舞
木
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団
／
ひ
ま
わ

り
の
会
／
三
春
新
生
教
会
／
サ
ウ
ン

ド
オ
ブ
ユ
ニ
オ
ン
／
三
春
町
舞
踊
団

体
連
絡
協
議
会
／
平
沢
な
か
よ
し
会

／
上
野
ト
ク
（
平
沢
）
／
村
上
貞
子

（
八
島
台
）
／
齋
藤
キ
ミ
子
（
大
町
）

／
橋
本
ミ
ツ
子
（
担
橋
）
／
橋
本
ア

イ
子
（
雁
木
田
）
／
橋
本
光
子
（
御

免
町
）
／
石
塚
ハ
ツ
ヨ
（
荒
町
）
／

宍
戸
キ
ミ
子
（
下
舞
木
）
／
渡
辺
芳

雄
（
馬
場
）
／
國
分
シ
ヅ
子
（
新
町
）

︻
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
︼

　
関
口
雅
子
（
岐
阜
県
）

　

星
野
成
夫
（
三
春
舞
鶴
会
）

　

秋
本
馨
（
千
葉
県
）

『世界対がんデー』２月４日
　がんへの意識向上と予防、早期発見、治療への取り組み促進のために、世界 155 か国以上の
800 を超える対がん組織からなる国際対がん連合が定めた記念日です。がん研究が発展した現
在、国際対がん連合はがん予防について政策提言やキャンペーンの実施、がんを患った患者さ
んへの支援活動などを精力的に行っています。
　当日は、世界各国で「がん」に関する大規模なシンポジウムや啓発イベントが行われます。

★ 年越し蕎麦振る舞い（12 月 31 日）

　家族や付添いの皆さんに、
温かい蕎麦で新年を迎えてい
ただきたいという願いを込め
て、職員有志が年越し蕎麦を
振る舞いました。笑顔あふれ
る年越しとなりました。

★ クリスマスコンサート開催（12 月 11 日）

　外来待合室にてクリスマスコンサートを開催しました。
　橋本正則さんを演奏者にお迎えし、「きよしこの夜」をはじめ、「荒城の月」「上を
向いて歩こう」など全 14 曲を披露していただきました。
　アンコールにもお応えいただき、会場は大盛況。橋本さんの闘病中のお話やあた
たかい演奏と歌声に「感動した」と涙を流される方もいらっしゃいました。

★ 田村警察署感謝状授与（12 月 25 日）

　警察嘱託医として検視
業務を行ってきたことに
対し、渡辺直彦病院長が
感謝状を授与されました。
　今後とも、地域に根差
した病院運営に努めてま
いります。

年越し蕎麦の振る舞い

感謝状を授与された
渡辺直彦病院長（右）

外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

ギターを演奏する
橋本正則さん

★ 防災訓練（12 月 18 日）

　火災発生を想定した訓練を実施しました。前半は避難訓練、後半は消
火器を用いた消火訓練を行いました。
　参加した職員は、訓練を通して避難経路、患者さんの誘導方法、消防
署への通報・応援要請の方法を改めて確認しました。職員一人ひとりが
防災に対する高い意識をもち、より安全な療養環境を整えられるよう努
めてまいります。 防災訓練のようす
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無
病
息
災
・
五
穀
豊
穣
を
願
い

西
方
水
か
け
ま
つ
り

凧
作
り
教
室

み
ん
な
で
凧
揚
げ
を
楽
し
む

 

消
防
ポ
ン
プ
車
が

　
　

お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た

 

日
本
赤
十
字
社
紺
綬
褒
章

　

・
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
伝
達
式

　

１
月
１
日
、
塩
竈
神
社
近
く
の
水
田
で
「
西

方
水
か
け
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
西
方
地
区
の

６
名
の
若
連
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

酒
を
飲
み
、
体
を
温
め
た
後
、
大
滝
根
川
で

み
そ
ぎ
を
行
い
、
塩
竈
神
社
に
参
拝
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
水
を
張
っ
た
水
田
を
駆
け
回
り
な

が
ら
、
バ
ケ
ツ
に
く
ん
だ
冷
た
い
水
や
泥
を
か

け
合
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
水
か
け
ま
つ
り

を
一
目
見
よ
う
と
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
が
訪

れ
、
水
や
泥
が
飛
び
交
う
た
び
、
大
き
な
歓
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

水や泥を掛け合う若者たち

　

１
月
９
日
、
さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
凧
作
り
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
凧
作
り
教
室
に
は
、
17
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
講
師
の
堀
越
正
文
先
生

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
凧
を
作
り
ま
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
の
広
場
で
あ
げ

て
み
る
と
、
ふ
わ
り
と
風
に
乗
り
た
ち
ま
ち
高

く
上
が
っ
て
、
み
ん
な
で
新
年
の
凧
揚
げ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

凧作り教室に参加した皆さん

　

12
月
14
日
、
役
場
駐
車
場
で
田
村
消
防
署
三

春
分
署
へ
新
た
に
配
備
さ
れ
た
消
防
ポ
ン
プ
車

の
お
披
露
目
式
が
開
催
さ
れ
、
町
長
や
議
長
、

田
村
消
防
署
長
な
ど
約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
宗
形
幸
市
三
春
分
署
長
に
よ
る
車
両

や
搭
載
装
備
の
説
明
の
ほ
か
、
乗
車
体
験
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
車
両
更
新
に
よ
る
新
装
備
と
し

て
、
最
大
８
・
７
メ
ー
ト
ル
ま
で
伸
長
す
る
三
連

梯
子
や
赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
装
備
し

た
ほ
か
、
常
に
６
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
積
載

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

車
両
や
装
備
が
充
実
し
、
火
災
時
や
災
害
時

の
対
応
に
更
な
る
効
果
が
期
待
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
被
害
の
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
の
策
で
す
。
一
番
は
「
火
災
を
出
さ

な
い
」
と
い
う
ひ
と
り
ひ
と
り
の
心
が
け
が
大

切
で
す
。
火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す
。

新たに配備された消防ポンプ車 熱心に説明を聞く参加者

　

12
月
22
日
、
役
場
公
室
で
、
紺
綬
褒
章
・
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
日
本
赤

十
字
社
三
春
町
分
区
長
（
町
長
）
よ
り
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
の
は
影
山
勝
夫
さ
ん
・
ケ
イ
子

さ
ん
ご
夫
婦
で
、
勝
夫
さ
ん
が
紺
綬
褒
章
、
ケ

イ
子
さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
を
そ
れ
ぞ

れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
日
本
赤
十
字
社
へ
の
高
額
社
資
協

力
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
章
と
な
り
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受章された影山さんご夫妻（馬場）
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主な施設の休館日

延長業務

▶ 図書館（☎ 62-3375）
　2 月 1・3・8・11・15・22・29 日
▶ 体育施設（☎ 62-6212）
　2 月 1・8・12・15・22・29 日
▶ ステーション（☎ 61-1546）
　休まず営業しています
▶ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　2 月 1・8・12・15・22・29 日
▶ 三春交流館（☎ 62-3837）
　2 月 1・8・15・22・29 日
▶ 中央児童館（☎ 62-8666）
　日曜日、祝日
▶ 子育てサロン（☎ 62-2748）
　（第 2 保育所内）
　2 月 16 日
　土・日曜日、祝日
▶ 役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

▶ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　2 月 3・10・17・24 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　2 月 7・14・21・28 日
　 午前８時 30 分～ 12 時
※ 取扱業務の内容は、お問い
　合わせください。
▶ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　2 月 20 日（土）・21 日（日）
　 午前 9 時～午後 4 時

三春交流館運営協会自主事業

◆ 開催日　６月 25 日（土）午後３時開演、午後２時 30 分開場
◆ 発売日　当日受付　3 月 10 日（木）午前 10 時から
　　　　　 電話受付　3 月 11 日（金）午前 10 時から
◆ 料　金　近日発表
◆ 曲　目　バッハ /M. ヘス：「主よ、人の望みの喜びよ」
　　　　　 モーツァルト：「ねえ、おかあさん聞いて」主題によるきらきら星変奏曲
　　　　　 ブラームス：ピアノ・ソナタ第二番 嬰ヘ短調 Op.2
　　　　 　ムソグルスキー：組曲「展覧会の絵」
＊チケット購入の際は、みはるカードの満点カード（500 円）を使用できます。

東　誠三　ピアノリサイタル

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

　三春町文化伝承館は、２月 29 日まで土・日・祝祭日のみの開館となります。

三春町文化伝承館ご利用の皆さんへ

　三春交流館「まほら」で、ベートーヴェンの全 32 曲を全
8 回に分けて演奏するといった、地方では異例の企画を成し
遂げた東 誠三さんによるピアノリサイタルを開催します。
　本格派ピアニストとして、近年ますますその頭角を表し、
生命力溢れるダイナミズムな演奏で各地の聴衆の心を捉えて
離しません。
　現在は演奏活動の傍ら、東京藝術大学准教授を務めるほか、
東京音楽大学、国際スズキメソード音楽院などで後進の指導
も行っています。 © 寺澤 有雅

開催日 事業内容 開演時間

６月25日（土）
・東誠三ピアノリサイタル
　本格派ピアニストとして、近年ますます評価を高めて
　いる東誠三によるピアノリサイタル

午後3時

午後2時

未定

9月3日（土）

・わらび座ミュージカル「げんない」
　江戸時代に各産業・芸術に至るまで次々と新しい提案
　をし、「エレキテル」を作成した平賀 源内のわらび
　座によるミュージカル

・シプリアン・カツァリス＆広瀬 悦子クリスマスの響宴
　超絶技巧の演奏で知られるシプリアン・カツァリスさ
　んと日本フィル、東京交響楽団などで活躍している広
　瀬 悦子さんによるピアノデュオリサイタル

12月3日（土）

◆ 平成 28 年度自主事業情報

三春ミニバスケットスポーツ少年団の紹介
　三春ミニバスケットスポーツ少年団では、現在、各小学校（三春・御木沢・
沢石・中妻）の子どもたち、男子 11 名、女子８名が所属しています。
　チームワークを大切に、毎週月・木
曜日（午後７時～８時 30 分）、土曜日（午
後１時～４時）に、旧三春中学校体育
館で楽しく、元気に練習をしています。
　その他、豆まき、クリスマス等の行事
イベントもあり、楽しく活動しています。
　団員募集中です。ぜひ一度見学にお
越しください。ミニバス指導者も募集
しています。よろしくお願いします。 三春ミニバスケットスポーツ少年団の皆さん
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町民スキー教室参加者募集
　自然を身近に感じながら、スキーの基本的な技術とマナーを習得して楽しくゲレンデを滑りましょう。
◆ 日時　２月 21 日（日）午前７時 30 分出発～午後４時 30 分帰着（予定）
◆ 場所／集合場所　沼尻スキー場（猪苗代町沼尻）／町営グラウンド駐車場
◆ 対象／参加料　三春町在住・在勤・在学者、三春町スポーツ少年団指導者・団員／ 500 円（大人・子ども同額）
※ 未就学児は保護者同伴（同伴のみの場合は無料）
※ 昼食代・レンタル料金・リフト代は別となります。
◆ 募集人員／申込期日　40 名／２月 13 日（土）
※ 日曜日、月曜日を除く午前８時 30 分～午後５時
※ 先着順とし、定員になり次第、締め切ります。
◆ 申込方法　三春交流館「まほら」備え付けの参加申込書に必要事項を記入し、参加料
　　　　　　 を添えて、三春交流館「まほら」へお申込みください。
※ ２日前までにキャンセルをされた場合は、全額お返しします。
◆ 講師／主催　三春スキークラブ／三春町教育委員会、三春町スポーツ少年団
◆ 申込・問　三春交流館「まほら」 ☎ 62-3837

◆◆◆ 2 月から 3 月 5 日までのイベント情報 ◆◆◆

自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

　さくら湖周辺の水鳥を観察します。
※さくら湖流域協働ネットワーク共催事業
▶ 日　時　２月 27 日（土）午前９時 30 分～ 11 時 30 分
▶ 場　所　自然観察ステーション
▶ 参加料　無料
▶ その他　寒くない服装でご参加ください。

申込・問　自然観察ステーション ☎ 61-1546

　さくら湖周辺の水鳥を観察します。

水鳥観察会

M-NAVI 交流館 NEWS

21日（日）

☎

☎

2月
6日（土）

7日（日）

☎

13日（土） 5日（土）

2月

2月

14日（日）

田村高校演劇部自主公演

和ltzコンサート 第23回安積合唱協会定期演奏会 ☎

三春小学校合唱＆合奏部さよならコンサート 三春おやこ劇場第44回例会「ふしぎの森のヤーヤー」

2月

2月

3月

安保問題連続講演会「安部総理の国際情勢認識」 ☎

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

　太陽の約 23％が月に隠される部分日食があります。観
察会の時間内に欠け始めから終わりまで観察できます。
▶ 日　時　3 月９日（水）午前 10 時～ 12 時
▶ 場　所　自然観察ステーション
▶ 参加料　無料

　太陽の約 23％が月に隠される部分日食があります。観

部分日食観望会

○ 3 月の部分日食観望会について
　2012 年 5 月の金環日食から約 4 年ぶりに太陽が月に隠される日食を観察できます。 
　今回は、太陽の約 23％が隠される小規模な部分日食ですが、ぜひご覧ください。 
　食の始まり（午前 10 時 20 分ごろ）～食の最大（午前 11 時 10 分ごろ）～食の終わり（午前 12 時 5 分ごろ）

17

趣
味
・
教
養



児童館・子育て支援センター・保健センター・図書館今月の行事

〈中央児童館☎ 62-8666〉

〈子育て支援センター☎ 62-2748〉

〈保健センター☎ 62-5110〉

　図書館・児童館・子育て支援センター・保健センターの今月の行事をお知らせします。詳しい内容はお問い合わせください。

〈町民図書館☎ 62-3375〉

2月10・24日（水）
10時30分～11時絵本とわらべ唄

対　象行　事 日　時 場　所

町民図書館日曜おはなし会 2月14日（日）
10時30分～11時

乳幼児と保護者、妊婦

幼稚園児と小学生低学年

木曜おはなし会 2月18日（木）
放課後 小学生低学年

子育て支援
センター

就学前の2月生まれの
お子さんと保護者6組

スタッフと一緒に手遊びやお話を楽しみます。

身体測定や手形を押して自分だけの誕生カードを作り、大き
なケーキを囲んでお祝いをします。
2月生まれのお友達集まってね。

離乳食期のお子さん
と保護者

町の栄養士から具体的に話を聞きます。
母子手帳をご持参ください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
時間をもってみませんか。

対　象行　事 日　時 場　所

おはなし「あのね」
の日

お誕生日のつどい
（要予約）

2月2日（火）
10時45分～11時

2月26日（金）
10時～11時
申込期限2月19日（金）

特になし

内　容

のびのびの日
食育講座（離乳食講座）

2月10日（水）
9時30分～11時

2月6日（土）
10時

中央児童館

「おじいちゃんおばあちゃんと交流しようIN福祉会館」
福祉会館に行き、児童によるけん玉やダンスの披露やゲームをして交流します。

図書館ボランティアさんによる絵本の読み聞かせ
ビデオ上映

豆まきを行います。

折り紙でおだいりさまとおひなさまを作ります。
参加費が100円かかります。

「友チョコ大作戦」
チョコレートを使ったお菓子づくりに挑戦します。

なわとび記録会を行います。日頃の練習の成果を発揮しよう。

「1年間のまとめ」：これまでたくさんの作品を作りました。
お互いに発表しあいながら、１年間のまとめをします。

節分・豆まき

対　象行　事 日　時 場　所

ボランティア活動

2月3日（水）
15時30分～16時 小学生

ひなまつり制作

ミニシアター

料理クラブ

2月6日（土）
13時30分

2月15日（月）～17日（水）
放課後
申込期限2月8日（月）
2月13日（土）
９時30分

小学生

クラブ員

幼児・児童・保護者
幼児は保護者同伴

内　容

小学生

なわとび記録会 小学生
2月10日（水）
放課後

おりがみクラブ 2月20日（土）
９時30分 クラブ員

「冬の鳥を見てみよう」
今年度最後の理科クラブです。バスで自然観察ステーショ
ンに向かい、冬のさくら湖にいる野鳥を観察します。

理科クラブ 小・中学生と保護者
2月27日（土）
9時集合
申込期限2月10日（水）

平成27年10月11日
～11月10日生まれ

3歳児

平成26年7月1日
～7月31日生まれ
平成24年11月6日
～11月28日生まれ 母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル・尿

母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル・
こどもノート

母子手帳・問診票・バスタオル・こどもノート

食改さんのおやつやさんは、２６日11時～保健センター開放日

平成27年4月2日
～5月20日生まれ 母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル

献血   9時30分～11時00分　　溝端紙工印刷（株）東日本工場
15時00分～17時00分　　三春工業（株）

2月29日（月）

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

2月16日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

2月18日（木）
13時～13時30分受付
2月17日（水）
13時～13時15分受付

1歳6か月児

2月12・26日（金）
9時～15時30分 特になし

9～10か月児 2月24日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

世
に
も
奇
妙
な
君
物
語
︵
朝
井
リ
ョ
ウ
︶

／
地
に
巣
く
う
︵
あ
さ
の
あ
つ
こ
︶
／
大

脱
走
︵
荒
木
源
︶
／
プ
ロ
ロ
ー
グ
︵
円
城

塔
︶
／
墓
標
な
き
街
︵
逢
坂
剛
︶
／
ユ
ー

ト
ロ
ニ
カ
の
こ
ち
ら
側
︵
小
川
哲
︶
／
新

カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟 

上
・
下
︵
亀
山

郁
夫
︶／
お
と
め
の
流
儀
。︵
小
嶋
陽
太
郎
︶

／
天
平
の
女
帝 

孝
謙
称
徳
︵
玉
岡
か
お

る
︶／
陶
炎
古
萩
李
勺
光
秘
聞︵
鳥
越
碧
︶

／
暗
号
の
ポ
ラ
リ
ス
︵
中
山
智
幸
︶
／
謎

の
毒
親
︵
姫
野
カ
オ
ル
コ
︶
／
イ
デ
ア
の

影
︵
森
博
嗣
︶
／
影
憑
き
︵
輪
渡
颯
介
︶

／
残
像
に
口
紅
を
︵
筒
井
康
隆
︶
／
平
成

川
柳
傑
作
選
︵
仲
畑
貴
志
・
選
︶
／
追
い

か
け
る
な 

大
人
の
流
儀
５
︵
伊
集
院
静
︶

／
死
に
た
い
老
人
︵
木
谷
恭
介
︶
／
モ
リ

ア
ー
テ
ィ
︵
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ

ツ
︶
／
夜
想
曲
集
︵
カ
ズ
オ・イ
シ
グ
ロ
︶

今月の お すす め 本
よ
く
眠
る
た
め
の
科
学
が
教
え
る
10
の
秘

密
／
泥
の
中
か
ら
咲
く
／
ピ
ュ
リ
ツ
ァ
ー

賞 

受
賞
写
真
全
記
録
／
﹁
昭
和
天
皇
実

録
﹂
講
義
／
選
挙
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
!? 

※ 新着コーナーには、２月 4 日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

10
代
の
た
め
の
Ｙ
Ａ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

１
５
０
！
／
世
界
一
と
き
め
く
質
問
﹆
宇
宙

一
や
さ
し
い
答
え
／
日
本
の
伝
統
競
技
／
あ

た
ら
し
い
わ
た
し
の
探
し
方
／
車
夫
／
し
ゅ

る
し
ゅ
る
ぱ
ん
／
都
会
の
ト
ム
＆
ソ
ー
ヤ
13

／
あ
ま
の
じ
ゃ
く
に
か
ん
ぱ
い
！
／
根
の
国

物
語
／
妖
怪
製
造
機
／
グ
レ
ッ
グ
の
ダ
メ
日

記
や
っ
ぱ
り
﹆
む
い
て
な
い
よ
！
／
ぼ
く
の

オ
レ
ン
ジ
の
木
／
へ
ん
し
ん
マ
ー
ケ
ッ
ト
／

子
う
さ
ぎ
ジ
ャ
ッ
ク
と
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
か

か
し
／
お
し
ゃ
べ
り
こ
ん
ぶ
／
い
ち
ば
ん
の

な
か
よ
し
さ
ん
／
オ
オ
カ
ミ
の
は
つ
こ
い
／

え
ほ
ん
か
ら
と
び
だ
し
た
オ
オ
カ
ミ
／
わ
い

わ
い
き
の
こ
の
お
い
わ
い
か
い

18
歳
か
ら
の
政
治
学
入
門
／
地
方
創
生
実

現
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
／
日
本
﹆
遥
か
な
り
／

困
っ
た
と
き
の
く
ら
し
の
法
律
知
識
Ｑ
＆

Ａ
／
知
っ
て
ト
ク
す
る
！
年
金
の
疑
問
71

／
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
で
探
る
宇
宙
と
素
粒
子

／
ミ
ミ
ズ
の
謎
／
腰
痛
﹆
首
の
痛
み
﹆
手

足
の
し
び
れ 

背
骨
が
関
わ
る
病
気
の
診

断
・
治
療
ガ
イ
ド
／
ト
コ
ト
ン
や
さ
し
い

ロ
ボ
ッ
ト
の
本
／
大
人
の
上
品
ヘ
ア
＆
メ

イ
ク
事
典
完
全
版
／
グ
ラ
タ
ン
・
ド
リ

ア
／
赤
ち
ゃ
ん
苦
手
か
も
？
と
思
っ
た

ら
読
む
本
／
日
本
の
美
︱
日
本
刀
／
エ

デ
ィ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
４
年
間
の
軌
跡
／

子
ど
も
を
夢
中
に
さ
せ
る
魔
法
の
朗
読
法

切り絵作家・藤城清治が、日
本全国の風景を切り取った作
品を集めた画集です。表紙は
三春の滝桜。「桜の花の咲くの
と影絵の作り方は似ている」
とのことです。光と影が織り
なす日本の風景をどうぞご堪
能ください。

『藤城清治の旅する影絵日本』
藤城清治／著 講談社

〈﹁
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
﹂

を
開
催
し
ま
す
〉

　

今
は
ス
ト
レ
ス
の
多
い
時
代
で

す
。
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
不
眠
や
不

安
、
気
分
の
落
ち
込
み
や
人
間
関
係

の
悩
み
な
ど
、
心
身
の
不
調
を
訴
え

る
方
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
月
は
、
医
師
に
よ
る
「
こ
こ
ろ

の
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。「
ふ

だ
ん
気
に
な
っ
て
い
る
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
」
や
「
病
院
に
は
何
と
な
く

行
き
に
く
い
」「
病
院
に
行
く
ま
で

で
も
な
い
」
こ
と
な
ど
も
、
気
軽
に

専
門
医
に
相
談
で
き
ま
す
。
貴
重
な

機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
等

か
ら
の
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。
ま

ず
は
、
保
健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▼ 

医
師
に
よ
る
相
談
会

▽ 

日
時　
２
月
９
日
（
火
）

① 

午
後
２
時
〜
３
時

② 

午
後
３
時
〜
４
時

※ 

要
予
約

▽ 

相
談
担
当　
コ
ス
モ
ス
通
り
心
身

　

医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
圓
口
博
史

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62
‐
５
１
１
０

〈
平
成
27
年
分
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て
〉

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成
27

年
中
に
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
等

の
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
を
受
け
取
ら
れ
た
方

に
、
平
成
27
年
分
と
し
て
支
払
わ

れ
た
金
額
や
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
額
等
を
お
知
ら
せ
す
る
「
平

成
27
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
」
を
１
月
中
に
お
送
り
し
ま

す
。

　

源
泉
徴
収
票
は
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
時
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　

も
し
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
は
再
交
付
が
で
き
ま
す

の
で
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る

も
の
を
お
手
元
に
お
い
て
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
・
遺
族
年
金

は
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ

れ
ま
せ
ん
。

▼ 

問　
郡
山
年
金
事
務
所

 

　
　  

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

　
　
　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

 

　
　  

☎
０
５
７
０-

05-

１
１
６
５

〈
国
民
年
金
保
険
料
は
﹁
口

座
振
替
前
納
﹂
が
お
得
で

す
！
〉

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ

ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落

と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に

行
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納
め

忘
れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分

保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す

る
こ
と
に
よ
り
、
月
々
50
円
割
引

さ
れ
る
早
割
制
度
や
、
現
金
納
付

よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
か
月
・

１
年
・
２
年
前
納
も
あ
り
、
利
用

す
れ
ば
さ
ら
に
お
得
で
す
。
前
納

の
お
申
込
期
限
は
毎
年
２
月
末
ま

で
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
ご
持
参
の
う

え
、
希
望
さ
れ
る
金
融
機
関
ま
た

は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
郡
山
年
金
事
務
所

 

　
　  

☎
０
２
４-

９
３
２-
３
４
３
４

　
　
　
　

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

19

健　

康

年　

金

読
み
物
・
文
芸

実
　
用
　
書

児
　
童
　
書



〈
就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
〉

　

県
内
の
事
業
所
へ
就
職
を
希
望

さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
ふ
く
し
ま

就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
に

よ
る
就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
３
月
１
日
（
火
）

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
 　

　
　

楽
屋
Ａ

▼ 
対
象
者　
町
内
に
居
住
す
る
方

　
（
新
卒
学
生
等
も
含
む
）、
震
災

　

等
の
影
響
に
よ
り
町
内
に
避
難

　

さ
れ
て
い
る
方

▼ 

内
容　
就
職
相
談
、
職
業
紹
介
、

　

応
募
書
類
作
成
補
助
な
ど

▼ 

そ
の
他　
相
談
無
料
、
事
前
申

　

込
み
不
要
、
予
約
可
。

▼ 

問
　
ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン

　

タ
ー
郡
山
窓
口

　

☎
０
２
４-

９
２
５-

０
８
１
１

　

産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-

３
９
６
０

〈
自
動
車
税
の
お
知
ら
せ
〉

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
運
輸
支
局
の
登
録
名
義
人

で
あ
る
所
有
者
（
割
賦
販
売
に
よ

る
購
入
の
場
合
は
使
用
者
）
が
、

５
月
31
日
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

抹
消
な
ど
の
手
続
お
よ
び
住
所

変
更
は
、
３
月
31
日
ま
で
に
運
輸

支
局
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
税
証
明
書
は
車
検
証

と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

登
録
手
続
を
依
頼
し
た
場
合
は
、

　

登
録
が
済
ん
で
い
る
こ
と
を
必
ず

　

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　
▽ 

自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て

　

 

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
１
５

▽ 

自
動
税
に
つ
い
て

　

 

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

　

 

課
税
第
二
課

　

 

☎
０
２
４-

９
３
５-

１
２
６
１

〈
平
成
28
年
度
生
涯
学
習
活

動
団
体
の
届
出
に
つ
い
て
〉

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
学

習
活
動
団
体
の
定
義
に
適
合
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
団
体
の
活
動

支
援
の
た
め
、
三
春
交
流
館
「
ま

ほ
ら
」
の
使
用
料
の
減
免
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
支
援
を
希
望
さ
れ
る
団
体

は
、「
三
春
町
生
涯
学
習
活
動
団
体

届
出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

生
涯
学
習
活
動
団
体
の
定
義

　
「
生
涯
学
習
活
動
団
体
」
と
は
、

営
利
お
よ
び
特
定
の
政
党
な
ら
び

に
宗
教
に
か
か
る
活
動
を
目
的
と

し
な
い
団
体
で
あ
っ
て
次
の
要
件

を
満
た
す
も
の
を
い
い
ま
す
。

（
１
）
団
体
構
成
員
数
が
５
人
以

　

上
で
あ
り
、
当
該
構
成
員
の
２

　

分
の
１
以
上
の
も
の
が
町
内
に

　

在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
し
て

　

い
る
こ
と
。

（
２
）
団
体
の
代
表
者
は
成
人
者
と

　

し
町
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
。

（
３
）
中
学
生
以
下
が
７
割
を
超
え

　

る
場
合
は
、
保
護
者
の
総
意
で

　

運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
４
）
会
則
ま
た
は
規
約
を
有
す

　

る
こ
と
。

（
５
）
代
表
者
ま
た
は
会
員
が
対

　

価
を
得
て
指
導
者
と
し
て
開
く

　

教
室
、
講
座
で
は
な
い
こ
と
。

（
６
）
団
体
の
活
動
は
、
次
に
掲

　

げ
る
種
別
に
該
当
す
る
こ
と
。

① 

社
会
教
育
関
係

② 

学
校
教
育
関
係

③ 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

④ 

趣
味

▼ 

提
出
期
間　
２
月
２
日
（
火
）

　

か
ら
随
時

▼ 

提
出
場
所　
三
春
交
流
館
「
ま

　

ほ
ら
」
窓
口

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　

☎
62-

３
８
３
７

〈
戦
没
者
等
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
の
請
求
に
つ
い
て
〉

　

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

現
在
受
付
中
で
す
が
、
平
成
28
年

１
月
よ
り
請
求
者
の
個
人
番
号
を

請
求
書
に
ご
記
入
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

お
手
続
き
の
際
は
個
人
番
号
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
個
人
番
号

カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
そ

の
写
し
※
、
個
人
番
号
が
記
載
さ

れ
た
住
民
票
の
写
し
等
）

※ 

現
在
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請

　

を
窓
口
で
さ
れ
た
方
は
通
知
カ
ー

　

ド
の
写
し
で
代
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
弔
慰
金
の
請
求
に

は
本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
併
せ
て
身
分
証
明
書
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。（
個
人
番
号
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
、
保
険
証
、
年

金
手
帳
等
）

※ 

請
求
期
間
は
平
成
30
年
４
月
２

日
ま
で
で
す
。
請
求
期
間
を
過
ぎ

る
と
、
第
十
回
特
別
弔
慰
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

〈
第
５
回
飼
い
犬
の
し
つ
け

方
教
室
開
催
〉

　

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
参

加
料
は
無
料
で
す
。

▼ 

学
科
講
習　
２
月
17
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼ 

実
技
講
習　
２
月
24
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼ 

場
所　
い
ず
れ
も
県
中
保
健
福

　

祉
事
務
所
２
階
大
会
議
室
（
須

　

賀
川
市
旭
町
１
５
３-

１
）

▼ 

注
意
事
項

▽ 

学
科
講
習
は
、
飼
い
主
さ
ん
の

　

み
の
参
加
で
す
。
飼
い
犬
は
連

　

れ
て
こ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽ 

実
技
講
習
は
、
飼
い
犬
同
伴
で

　

の
参
加
で
す
。

▽ 

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
登
録

　

お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実

　

施
し
て
い
な
い
犬
の
参
加
は
で

　

き
ま
せ
ん
。

▽ 
感
染
予
防
の
た
め
、
混
合
ワ
ク

　

チ
ン
の
未
接
種
の
飼
い
犬
は
参

　

加
で
き
ま
せ
ん
。

▼ 

申
込
方
法　
電
話
、
来
所

▼ 

申
込
・
問　
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
０
２
４
８-

75-

７
８
２
１

20



◆ 有害ごみ（月１回収集）
※ 有害ごみは「黒のコンテナ」に入れましょう！

広
　
告
　
欄

〈
水
道
管
の
凍
結
防
止
対
策

を
忘
れ
ず
に
〉

　

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
蛇

口
や
水
道
管
、
水
道
メ
ー
タ
ー
が

寒
さ
の
た
め
に
凍
り
、
破
裂
や
ひ

び
割
れ
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

漏
水
し
て
し
ま
う
と
、
貴
重
な

水
を
無
駄
に
す
る
ば
か
り
か
、
修

繕
費
用
な
ど
経
済
的
に
も
大
き
な

負
担
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
天
気

予
報
な
ど
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
蛇
口
や
水
道
管
が
凍
ら
な

い
よ
う
寒
さ
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
破
裂
や
ひ
び
割
れ
に
よ
る

漏
水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
町
指

定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
５
０
０

〈
行
政
証
明
書
の
﹁
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
﹂
が
は
じ

ま
り
ま
す
〉

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
は
、
役

場
に
行
か
な
く
て
も
、
最
寄
り
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、
都
合
の

よ
い
時
間
に
、
必
要
な
証
明
書
が
取

得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

▼ 

サ
ー
ビ
ス
開
始
日　

　

平
成
28
年
４
月
１
日
（
予
定
）

▼ 

取
得
で
き
る
証
明
書

▽ 

住
民
票
の
写
し

▽ 

印
鑑
登
録
証
明
書

▽ 

戸
籍
謄
抄
本

▽ 

戸
籍
の
附
票

▽ 
所
得
課
税
証
明
書

▼ 
利
用
時
間　
午
前
６
時
30
分
〜

　

午
後
11
時
（
12
月
29
日
〜
１
月

　

３
日
を
除
く
）

※ 

土
・
日
・
祝
日
も
証
明
書
を
取

　

得
で
き
ま
す
。

▼ 

利
用
場
所

　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
サ
ー
ク
ル

Ｋ
サ
ン
ク
ス
、
セ
ー
ブ
オ
ン

　

利
用
に
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

〈
陽
徳
院
愛
姫
筆
跡
﹁
夢
想

書
付
﹂
の
レ
プ
リ
カ
を
展
示

し
ま
す
〉

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
三
春
ゆ

か
り
の
愛
姫
の
資
料
が
１
点
も
な
い

の
が
残
念
に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
一
関
市
博
物
館
の
許
可
を

得
て
、
同
博
物
館
が
所
有
し
て
い
る

陽
徳
院
筆
跡
「
夢
想
書
付
」
の
レ
プ

リ
カ
を
作
製
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
夢
想
書
付
」
は
、
昭
和
62

年
度
の
特
別
展
「
三
春
田
村
氏
と
伊

達
政
宗
」
展
で
展
示
し
た
り
、
そ
の

後
も
何
度
か
特
別
展
や
企
画
展
に
お

い
て
写
真
な
ど
で
紹
介
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

　

レ
プ
リ
カ
で
す
が
、
陽
徳
院
愛
姫

の
筆
跡
を
常
設
展
示
室
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

▼ 

展
示
開
始
日　
２
月
２
日（
火
）

▼ 

入
館
料　

▽ 

一
般
・
大
学
生
３
０
０
円

▽ 

小
・
中
・
高
校
生
１
５
０
円
な
ど

▼ 
問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

 
☎
62-

５
２
６
３

夢想書付のレプリカ

〈
ス
プ
レ
ー
缶
は
有
害
ご
み

で
す
〉

　
「
ス
プ
レ
ー
缶
」、「
カ
セ
ッ
ト

ガ
ス
ボ
ン
ベ
」、「
使
い
捨
て
ラ
イ

タ
ー
」
な
ど
は
「
有
害
ご
み
」
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

中
に
残
っ
て
い
る
ガ
ス
に
引
火

し
て
、
ご
み
収
集
車
が
火
災
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。（
ガ
ス
を

使
い
切
っ
て
、
黒
の
コ
ン
テ
ナ
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

皆
さ
ん
の
分
別
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
４
７

ライター

スプレー缶

ガスボンベ

〈
平
成
27
年
国
勢
調
査
速
報
〉

　

平
成
27
年
国
勢
調
査
の
速
報

値
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
三
春

町
の
人
口
・
世
帯
数
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○ 

人
口　
　

１
８
、３
０
５
人

○ 

世
帯
数　
６
、２
３
０
世
帯

※
「
平
成
27
年
国
勢
調
査
速
報

　
（
福
島
県
の
人
口
・
世
帯
数
）」

　

よ
り
抜
粋

※ 

避
難
者
お
よ
び
復
興
関
連
事

　

業
従
事
者
を
含
む
。

▼ 

問　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

８
１
２
５

〈
た
き
火
か
ら
の
出
火
防
止
〉

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
空
気
が

乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

環
境
に
な
り
ま
す
。
た
き
火
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ

と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽ 

風
が
強
い
時
や
、
ま
わ
り
に
燃

　

え
や
す
い
も
の
が
あ
る
場
所
で

　

は
行
わ
な
い
。

▽ 

事
前
に
消
火
の
準
備
を
す
る
。

▽ 

完
全
に
火
が
消
え
る
ま
で
、
そ

　

の
場
を
離
れ
な
い
。

▼ 

問　
郡
山
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　

☎
０
２
４-

９
２
３-

８
１
７
２

21

税　

金

仕　

事

暮
ら
し

広 告 欄



町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広
　
告
　
欄

● 

愛
姫
桜
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

　

観
光
客
の
多
い
桜
シ
ー
ズ
ン
中
、愛
姫
行
列
で
お
も
て
な
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

日
時　
４
月
16
日
（
土
）
午
前
11
時
～
12
時　

※ 

雨
天
順
延

▼ 

参
加
資
格　
小
学
生
～
25
歳
く
ら
い
ま
で

▼ 

申
込
方
法　
３
月
５
日
・
６
日
・
12
日
・
13
日
の
い
ず
れ
か
に
三
春

　

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
ま
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。（
午
前
10
時
～
12
時
申
込
受
付
）

▼ 

問　
愛
姫
実
行
委
員
会 

代
表 

村
上
幸
子 
☎
62-

２
６
４
０

● 

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
補
償
金
の
申
請
手
続
き
期
限

　（
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
）
が
迫
っ
て
い
ま
す

　

過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
に
は
、
国
か
ら
補
償
金

（
和
解
一
時
金
）
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

既
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
療
養
所
に
入
所
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
対
象
と

な
り
ま
す
。
対
象
の
方
は
、
訴
訟
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ

て
次
の
い
ず
れ
か
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
公
益
財
団
法
人
沖
縄
県
ゆ
う
な
協
会 

☎
０
９
８-

８
３
２-

９
５
２
８

　
　
　

 

法
律
事
務
所 

☎
０
９
８-

９
３
８-

４
３
８
１

　
　
　

 

厚
生
労
働
省
（
難
病
対
策
課
）
☎
０
３-

５
２
５
３-

１
１
１
１

● 

魁
春
旗
争
奪
全
国
高
等
学
校
選
抜
柔
道
錬
成
三
春
大
会
開
催

　

全
国
高
等
学
校
選
抜
柔
道
錬
成
三
春
大
会
実
行
委
員
会
（
内
藤
忠
委
員
長
）

主
催
に
よ
る
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

地
元
田
村
高
校
を
は
じ
め
、
全
国
の
柔
道
強
豪
校
の
ほ
か
、
モ
ン
ゴ
ル
国

の
チ
ー
ム
も
出
場
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
会
場
で
熱
戦
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
程

▽ 

実
技
講
習
会　
２
月
12
日
（
金
）
午
後
４
時

▽ 

大
会　
２
月
13
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

▽ 
錬
成
会　
２
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
１
時

▼ 
会
場　
三
春
町
民
体
育
館

▼ 

問　
全
国
高
等
学
校
選
抜
柔
道
錬
成
三
春
大
会
実
行
委
員
会
（
田
村
高
校
内
）

　

下
山
田 
☎
62-

２
１
８
５

〈
奥
州
三
春
数
珠
巡
り
を
開

催
し
ま
す
〉

　
「
数
珠
巡
り
」
と
は
寺
院
を
巡
っ

て
ひ
と
玉
ひ
と
玉
ご
祈
祷
・
ご
祈

願
さ
れ
た
数
珠
玉
を
集
め
る
心
の

巡
礼
で
す
。

　

寺
院
の
名
前
が
刻
印
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
集
め
る
こ
と
で
ご
参

拝
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

心
の
赴
く
ま
ま
に
巡
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
よ
く
、
決
め
ら
れ
た
期

限
や
参
拝
順
な
ど
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
ひ
と
玉
を
お
持
ち
い
た
だ
い

て
も
よ
し
、
ま
た
集
め
た
数
珠
玉

で
数
珠
を
作
っ
て
頂
く
も
よ
し
。

　

一
念
一
玉
の
思
い
を
込
め
た
数

珠
玉
を
集
め
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

※ 

数
珠
玉
購
入
に
は
料
金
が
か
か

　

り
ま
す
。

▼ 

日
時　
２
月
下
旬
か
ら
開
始

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼ 

参
加
寺
院　
法
蔵
寺
、高
乾
院
、

　

光
善
寺
、
龍
穏
院
、
華
正
院
、

　

天
澤
寺
、
真
照
寺
、
州
伝
寺
、

　

紫
雲
寺
、
福
聚
寺 

▼ 

問　
奥
州
三
春
数
珠
巡
り
事
務
局

　
（
㈱
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
内
）

　

☎
62-

３
６
９
０

〈
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

受
付
は
29
日
ま
で
で
す
〉

　

該
当
と
な
る
方
で
、
ま
だ
申
請

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
今
月
29

日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

給
付
対
象
者　
平
成
27
年
度
分

市
町
村
民
税
（
均
等
割
）
が
課

税
さ
れ
な
い
方
が
対
象
で
す
。

（
※
住
民
税
に
お
い
て
ど
な
た

か
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
場
合

や
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
対

象
外
で
す
。）

▼ 

給
付
額　
給
付
対
象
者
１
人
に

つ
き
６
千
円

▼ 

申
請
期
限　
２
月
29
日
（
月
）

※ 

期
限
を
過
ぎ
て
の
申
請
受
付
は

出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼ 

申
請
手
続　

▽ 

申
請
先
は
、
基
準
日
（
平
成
27

年
１
月
１
日
）
に
お
い
て
住
民

登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村
と

な
り
ま
す
。

▽ 

給
付
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
に
は
、
申
請
書
を
送
付
し
ま

し
た
の
で
、
必
要
書
類
（
本
人

確
認
証
明
書
の
写
し
、
通
帳
の

写
し
等
）
を
添
付
し
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
提
出
、
ま
た
は
返
信
用
封
筒
で

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

支
給
予
定
日　
平
成
27
年
10
月

よ
り
支
給
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
支
給
決
定
に
な
っ
た
方

は
、
支
給
決
定
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

▼ 

申
請
・
問
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 　
　
　

☎
62
‐
３
１
６
６
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● 

２
月
は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」
で
す

　

国
で
は
毎
年
２
月
を
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」
と
定
め
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
意
識
啓
発
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　

限
り
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化

を
防
止
す
る
た
め
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
使

う
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　
一
般
財
団
法
人
東
北
電
気
保
安
協
会 

☎
０
２
４-

９
３
２-

６
０
５
４

広
　
告
　
欄

● 

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　

歴
史
講
話
「
戊
辰
戦
後
ほ
ぼ
１
５
０
年
、
そ
ろ
そ
ろ
三
春
狐
を
総
轄
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
第
５
回
・
何
故
か
謗そ

し
ら
れ
た
浅
川
の
戦
い
」を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
２
月
18
日
（
木
）
午
後
７
時

▼ 

場
所　
三
春
町
国
際
交
流
館
「
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
」

▼ 

会
費
　
５
０
０
円
（
コ
ー
ヒ
ー
付
き
）

▼ 

講
師
　
橋
本
捨
五
郎
さ
ん

▼ 

そ
の
他
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼ 

問　
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家 

☎
62-

５
８
０
０

● 

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

　

日
本
政
策
金
融
国
庫
国
民
生
活
事
業
で
は
、
高
校
や
短
大
、
大
学
な
ど
に

入
学
・
在
学
中
に
必
要
な
資
金
の
貸
し
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

入
学
金
や
授
業
料
の
ほ
か
、
受
験
時
の
交
通
費
や
宿
泊
費
、
在
学
中
の
通

学
費
用
な
ど
に
も
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

☎
０
５
７
０-

０
０
８-

６
５
６

● 

事
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼ 

勤
務
地　
し
ゃ
く
な
げ
三
春
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
南
町
１
番
地
）

▼ 

仕
事
内
容　
パ
ソ
コ
ン
操
作
、
会
計
事
務
（
事
務
経
験
の
あ
る
方
）

▼ 

給
与　
日
給
７
、６
０
０
円

▼ 

勤
務
時
間
／
休
日
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
／
土
・
日
・
祝
日

▼ 

待
遇　
各
種
保
険
完
備
、
有
給
休
暇
・
通
勤
手
当
・
駐
車
場
有

▼ 

応
募　
電
話
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
〒
９
６
３-

８
８
７
１　

郡
山
市
本
町
１-

20-

24

　

福
島
県
看
護
協
会
（
猪
越
） 

☎
０
２
４-

９
３
４-
０
５
１
２

〈
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
〉

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居

資
格
所
得
基
準
に
よ
る
家
賃
月
額

に
な
り
ま
す
。
敷
金
は
、
家
賃
の

３
か
月
分
で
す
。
家
賃
と
は
別
に
、

駐
車
場
使
用
料
、
共
益
費
、
組
費

な
ど
の
負
担
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼ 

入
居
資
格

① 

同
居
親
族
（
婚
約
者
・
内
縁
を

　

含
む
）
が
あ
る
こ
と
。
か
い
や

　

ま
団
地
に
つ
い
て
は
、
単
身
者

　

で
あ
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ

　

る
こ
と
。

▽ 

公
営
住
宅

（
ア
）
一
般
世
帯　

月
額
所
得
が

　

15
万
８
千
円
以
下

（
イ
）
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
世
帯

　

月
額
所
得
が
21
万
４
千
円
以
下

▽ 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
15
万
８
千
円
（
若
年
単
身
者
で

所
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は

12
万
３
千
円
）
以
上
、
48
万
７
千
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と

▼ 

受
付
期
間　

　

２
月
８
日
（
月
）
～
15
日
（
月
）

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　

期
間
中
に
申
込
み
が
な
か
っ
た

住
戸
は
随
時
募
集
と
し
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

▽ 

公
営
住
宅　
町
営
住
宅
入
居
者
選

　

考
委
員
会
を
開
催
し
決
定
し
ま
す
。

▽ 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅　
抽
選
に

　

よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼ 
入
居
予
定
　
平
成
28
年
３
月

問
　
建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　
　

☎
62
‐
２
１
１
３

団地名
中耐

４階建

所在地 構造 備考建築年

駅南ヶ丘団地
八島台５丁目
１番地の３ S57年 無 1戸 2階

（205号）

駐車場 募集戸数家賃
15,000円～

29,500円
中耐

3階建

3DK

間取り

3LDKかつぎばし団地 担橋一丁目
5番地の4 H元年 有

（1台分）

有
（1台分）

1戸 3階
（321号）

2階
（B-205）

20,700円～
40,700円

団地名
木造

2階建

所在地 構造 備考建築年

かいやま団地

※駐車場使用料は１か月2,000円です。

◇ 特定公共賃貸住宅

◇ 公営住宅

大字貝山
字馬場33番地 H10年 1戸

駐車場 募集戸数家賃

41,000円2DK

間取り

23

暮
ら
し

募　

集
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平
成

2
8

年
2

月
１

日
発

行
毎

月
1

日
１

回
発

行
編

集
発

行
／

三
春

町
役

場
総

務
課

企
画

情
報

グ
ル

ー
プ

☎
0

2
4

7
-6

2
-2

1
1

1
（

代
）　
℻

0
2

4
7

-6
1

-1
1

1
0

〒
9

6
3

-7
7

9
6

　
福

島
県

田
村

郡
三

春
町

字
大

町
１

-
２

e-m
ail:m

iharum
g@

tow
n.m

iharu.fukushim
a.jp

広
報

み
は

る
2016.2
№

1035

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

◎ あいさつは　絆と笑顔の　エネルギー」（渡辺和歌奈・三春中学校 1 年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている
頁数です。施設の休館日は 16 ページに掲載しています。2 月の行事カレンダー

※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
︵
19
時
ま
で
︶﹆
毎
週
日
曜
日
︵
８
時
30
分
～
12
時
︶

※平成 27 年度青少年健全育成標語入選作品

【行政相談】2 月 9 日（火）午前 10 時～ 12 時
　／三春町役場／行政相談委員

【人権相談】2 月 9 日（火）午前 10 時～午後 3 時 
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】2 月 2・9・16・23 日（火）
　午前 9 時～ 12 時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】2 月 4 日（木）
　午後 1 時～ 3 時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●

人口 16,945 人（-19）う
ち男性 8,245 人（0）・女性 8,700 人（-19）／世帯数 5,577 世

帯（+4）人口・世帯数

2 月 29 日（月）　固定資産税 第 4 期　国民健康保険税 第 8 期　後期高齢者医療保険料 第 7 期　介護保険料 第 8 期納  期  限

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 28 年 1 月１日現在（前月比）

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。

今月のバス運休日：7・11・14・21・28 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

休

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

30

4 5 6

12 1311

19 2018

25 26 27

3

108

14

9

1715

21

16

2422 23

1 2

7

28

町営バス運休カレンダー（2月）

日 月 火 水 木 金 土

29

2月7日

11日

14日
21日

28日

さとう耳鼻咽喉科クリニック
（げんじろう調剤薬局）
せんざき医院
（みはる調剤薬局）
白岩医院
石塚医院
（ヤナイ調剤薬局）

船引クリニック
（コスモ調剤薬局船引店）

（日）

（木）

（日）

（日）

（日）

（

（

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

船引町
船引町
三春町
三春町
常葉町
小野町
小野町
船引町
船引町

☎81-1333
☎81-1555
☎61-2777
☎61-1616
☎77-2036
☎72-2161
☎72-5912
☎82-0137
☎81-2833

）

）

）

）

（

（

○ 平日夜間　田村地方夜間診療所 ☎ 81-2233
※ 事前に電話相談をしてください。
○ 休日夜間　郡山市夜間急病センター ☎ 024-934-5656

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

節分・豆まき（15時30分～16時・中央児童館）

ミニシアター（10時・中央児童館）

ボランティア活動（13時30分・中央児童館）　　

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

行政相談（10時～12時・三春町役場）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

なわとび記録会（放課後・中央児童館）

のびのびの日・食育講座（9時30分～11時・子育て支援センター）

保健センター開放日（9時～15時30分・保健センター）

料理クラブ（9時30分・中央児童館）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

ひなまつり製作（～17日・放課後・中央児童館）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

2（火）

3（水）

6（土）

9（火）

10（水）

12（金）

13（土）

14（日）

　15（月）

　16（火）

　16（火）

17（水）

18（木）

20（土）

21（日）

23（火）

24（水）

25（木）

26（金）

27（土）

29（月）

遊びの広場（10時～11時・子育て支援センター）

乳幼児健診・3歳児（13時～13時15分受付・保健センター）　

木曜おはなし会（放課後・町民図書館）

乳幼児健診・1歳6か月児（13時～13時30分受付・保健センター）　

おりがみクラブ（9時30分・中央児童館）

町民スキー教室（午前7時30分～午後4時30分・沼尻スキー場）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

乳幼児健診・9～10か月児（9時集合・町立三春病院）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

保健センター開放日（9時～15時30分）

食改さんのおやつやさん（11時・保健センター）

水鳥観察会（9時30～11時30分・自然観察ステーション）

理科クラブ（9時集合・中央児童館）

献血車来町（9時30分～17時・町内）


